
東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 9

平成 28 年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 4

4 4 2 4

延長保育事業

市内で延長保育事業を実施している認定こども園、小規模保育
事業者と委託契約を締結し、事業費の一部を補助します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 全部委託 実施計画

市内の延長保育事業者に対して、委託契約を締結します。

事業者は国の実施要綱に基づき適正な延長保育サービス
を提供します。

利用延べ回数、対象費用の実績に応じて国の基準に従い
委託料を支払います。

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.lg.jp

２ 就学前教育・保育の充実

事業区分

事業の目的
仕事と子育ての両立を支援し、安心して子育てができる環境を整
備するため。

根拠法令等 子ども・子育て支援法

総合計画 政策目標 １ みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

023 1003 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

延長保育サービス年間延べ
利用人数

就労形態の多様化に伴う保育
ニーズに応える指標となるため

人
1,000 1,000 1,000 1,500

503 726

延長保育事業実施施設数
サービスの利用人数の増減に関
わる指標となるため

箇所
6 6 6 7

1 2

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 200 400 2,110

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 100 200 1,057

0.063 400 0.063 398 0.063 398

計(Ａ) 300 600 3,167

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

本事業は国の制度に基づき実施している事業であり、その必要性は高いものの、事業の委託先である事業者との契約数が少ない状況となって
います。

効率性
国の実施要綱等に基づく基準により実施されている事業であることに加え、本事業の費用の大半は保育士の人件費であることから、効率化や
コスト削減の余地はありません。

改　革
計　画

小規模保育事業者等にわかりやすく本事業の制度の流れや、スケジュール、必要書類等について説明し、延長保育事業の委託事業者数の増
加を図っていきます。

今後の方向性 現状維持

小規模保育事業者が事業実施に伴う事務処理を煩雑に感じて、契約に至っていない可能性があります。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

生活スタイルの多様化に伴い、子どもの預け方にも様々なニーズが存在するため、子育て世帯に対して本事業の積極的な広報を
行うとともに、施設に対して取組への理解を得る必要があります。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 700 998 3,565

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

就労形態の多様化に伴い、長時間保育のニーズは高いことに加え、関係法令や実施要綱により事業の実施主体は市町村であることが定めら
れています。

有効性
市内の公立保育所だけでは、多様化する保育ニーズの全てに対応はできないため、今後民間保育施設の役割はますます大きくなることから、
本事業の有効性は大きいです。

達成度

保育幼稚園課長
総　合
評価点

mailto:hoikuyoutien@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 9

平成 28 年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

3 4 3 4

児童福祉施設等人材バンク活用事業

保育所・幼稚園・認定こども園、児童館、放課後児童クラブで人
材バンクを活用した講座を開催します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

児童福祉施設から人材バンクの講師に依頼します。

実績に応じて講師謝礼の支払を行います。

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.lg.jp

１ 子育て環境の充実

事業区分

事業の目的
子どもの情操教育の充実、親の子育て知識・技能の取得を図る
ため。

根拠法令等

総合計画 政策目標 １ みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

023 1010 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

講座回数
児童福祉施設における年間延べ
活用回数

回
250 250 250 300

214 232

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 357 445 507

0.030 191 0.030 189 0.030 189

計(Ａ) 357 445 507

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

物価高騰などの影響から一部の講座において、費用の値上げ見直しのお願いがありました。
放課後児童クラブでの使用回数が少ないです。

効率性 費用面に関して、民間委託に比べ、非常に安価なものとなっています。

改　革
計　画

回数を調整しながら、予算内で実施します。
放課後児童クラブは、放課後こども教室との共同開催などにより活用を促します。

今後の方向性 現状維持

人材バンクの登録数も安定してきており、講座の種類も多種多様であり、様々な目標を達成することができます。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

子ども達の学習・体験活動機会の提供や地域の人材活用の面からも有意義な事業となっています。しかし、活用する施設や人材の
固定化が見られるため、活用する施設には人材一覧の提供や子ども達からアンケートを取るなど、様々な経験ができるツールとして
活用するよう促してください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 548 634 696

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

本事業は市の総合戦略に掲げられており、子どもの健やかな成長を支援する上で必要な施策です。ただ、市の存続に関わる場合は、縮小や
廃止もやむを得ません。

有効性 子どもに身近な「まちの先生」を活用することで、地域での活躍の場が広がり、子どもと事業者の双方にとって有益な事業です。

達成度

保育幼稚園課長
総　合
評価点

mailto:hoikuyoutien@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 4

平成 27 年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

3 4 3 4

利用者支援事業

当事者目線に立った寄り添い型の支援を実施します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

保育所、認定こども園、地域型保育事業所の紹介、利用調
整

出張訪問による相談機会の提供

地域子育て支援事業の紹介、利用支援

育児相談全般

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.lg.jp

１ 子育て環境の充実

事業区分

事業の目的
教育・保育施設や子育て支援事業を円滑に利用できるようにする
ため。

根拠法令等 子ども・子育て支援法

総合計画 政策目標 １ みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

023 1015 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

面談件数 窓口に来られた人数 人
600 600 800 800

773 828

相談（電話等）件数 年間相談件数 件
150 150 500 500

525 610

訪問件数
年間訪問件数（家庭、事業参加、
保育所等）

回
50 70 100 100

60 61

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 3,098 2,671 4,459

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,549 1,336 2,229

0.081 514 0.081 511 0.081 511

計(Ａ) 4,647 4,007 6,688

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

相談場所は地域子育て支援センターと市役所となっているため、より身近な場所での相談機会が求められています。

効率性 人が人への支援を行う事業であるため、代替施策はなく、交付金を適正に活用しながら継続して実施していきます。

改　革
計　画

利用者支援事業専門員が各施設や各種事業に出向いて、そこに集まった保護者から相談を受けられる機会を増やしていきます。

今後の方向性 現状維持

相談家庭の状況に応じた必要な情報提供や施設等への繋ぎが出来ています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

簡単な施設案内などは補助員が行っており、専門員による専門性の高い相談に対応する機会が少ない現状にあります。専門員の
活躍の場を広げる意味でも、多くの方と接する機会を持つ場面作り（例えば出張相談や各種育児イベントへの参加）が必要です。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 7,829 7,166 9,847

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 1.265 2,668 1.265 2,648 1.265 2,648
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

核家族化やコミュニティーの希薄化、乳幼児期の多様性から広く相談が受けられる窓口として必要です。

有効性
幼稚園長や保育所主任経験者を配置することで、専門性の高い対応が可能であり、乳幼児に寄り添ったきめ細やかなサービス提供に繋がっ
ています。

達成度

保育幼稚園課長
総　合
評価点

mailto:hoikuyoutien@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 9

令和 5 年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 3

4 4 1 4

保育士確保対策事業

県内外から市内の保育施設に就職した保育士に対して助成を行
います。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 幼児教育・保育係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 補助等 実施計画

チラシ郵送による広報

SNSを活用した動画等作成による広報

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.lg.jp

２ 就学前教育・保育の充実

事業区分

事業の目的
市内の保育施設に就職する保育士を確保することで適切な保育
の提供を行うため。

根拠法令等 東温市保育士就職応援助成金交付要綱

総合計画 政策目標 １ みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

023 2015 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

交付者数 補助金交付者数 人
－ 10 10 10

－ 1

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 100 600

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 206 1,221

0.000 0 0.026 164 0.026 164

計(Ａ) 0 306 1,821

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 幼児教育・保育係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

引き続き、本事業について広く周知するほか、本事業の有効性を分析し、補助額等の見直しについて検討する余地があります。

効率性 本事業の有効性を分析し、補助額等の見直しについて検討する余地があります。

改　革
計　画

同事業における近隣自治体の補助額等の状況も適宜確認する必要があります。

今後の方向性 方法改善

令和５年７月から実施している事業のため、実績等の状況を今後注視する必要があります。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

他の自治体でも取り組んでおり、危機的状況にある保育士確保を図る観点から重要な施策の一つと言えます。県外在住者等へ本
事業の認知度を向上させるため、SNSを活用した更なる広報活動が必要です。補助額については、見直しも検討の一つですが、併
せて給料等の処遇改善が求められるところです。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 0 504 2,019

Ｂ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.016 33 0.016 33
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 方法改善

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

待機児童を発生させないため、また、保育士等の負担軽減や適切な保育の提供を行うために継続した事業の実施が必要です。

有効性 市内の保育施設へ就職を希望する保育士へのニーズに対応しており、他に類似・重複する事業はありません。

達成度

保育幼稚園課長
総　合
評価点

mailto:hoikuyoutien@city.toon.lg.jp

